



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Vandali, Numidae Iustiniani, Scythai Iustiniani, etc.）など。



















ニ人」と訳すのが適切であろう。詳細は F. Curta, The 
Making of the Slavs. History and Archaeology of the Lower 
Danube Region c. 500-700, Cambridge, 2001.

































纂』1. 5. 12-22; 『新勅法』37、42、45、109、115. 3. 14、














いる（Maraval, 1990, p. 170）。









せたと述べている。John of Ephesus, “Lives of the Eastern 
Saints (II),” ed. E. W. Brooks, in Patrologia Orientalis 18 
(1924), pp. 511-698: p. 681. このヨハネとその作品につい
ては、S. A. Harvey, Asceticism and Society in Crisis. John 
of Ephesus and the Lives of the Eastern Saints, Berkeley / 















改宗は常習化していた。本書 27. 7や『勅法彙纂』1. 5. 
18. 5のほか、Kaldellis, 2010, pp. 53-54, note 82も参照。
()244　マニ教徒はすでにテオドシウス法典において死刑の対





















































育の禁止である。J. Beaucamp, “Le Philosophie et le joueur. 
La date de la «fermeture de l’école d’athènes»,” Travaux et 
Mémoires 14 (2002), pp. 21-35; P. Magdalino, L’Orthodoxie 
des astrologues. La science entre le dogme et la divination à 




()250　本書 25. 25及びアガティアス『歴史』2. 30-31を参照。
()251　ジノンは過去の皇族に連なる人物であったため、ユス
ティニアヌスの潜在的なライバルであった。彼について




()254　タティアノス（PLRE III B, p. 1219）は 520、527年に
官房長官 magister officiorum / μάγιστρος τῶν ὀφφικίωνとし
て確認される（『戦史』2. 10. 2にもタティアノスという
人物が登場するが、これが同一人物かどうかは不明）。
()255　ディモステニス（PLRE II, p. 353-354）は 521年と 529
年にオリエンス道長官 praefectus praetorio Orientiisとして
確認される。532年に死亡。
()256　このイララ（PLRE III A, p. 598）についてはこの箇所
以外では知られていない。
()257　『学説彙纂』29. 7 (De iure codicillorum)を参照。
()258　このディオニシオス（PLRE III A, p. 403）もこの箇所
以外では知られていない。
































































ル（Maraval, 1990, p. 172, note 15）はプロコピオスが確
実にそれを知っていたと見ている。CF. C. C. McCown, 
The Testament of Solomon, Leipzig, 1922, Ch. 9.
()274　『スーダ』「ἰσχυρίζετο」の項目に引用されている。マイ




John of Ephesus, “Lives of the Eastern Saints (I),” ed. E. W. 
Brooks, in Patrologia Orientalis 17 (1923), p. 22.なおア














Cf. Kaldellis, 2010, pp. 148-150.
()276　『スーダ』「εἰσαγωγεύς」、「κατέλυεν」、「παραπλήξ」の項
目に引用されている。
()277　「τῶν δαιμόνων τὸν ἄρχοντα」。この表現は新約聖書のマル
コ 3. 22、マタイ 12. 24、ルカ 11. 16のほか、『ソロモンの








































19c、および本書 18. 29、20. 22も参照。











()294　マラヴァル（Maraval, 1990, p. 21）に従い、この箇所の
動詞を ἵκοντοではなく ἵκοιντοと読む。
()295　本書 11. 12および『戦史』8. 25. 7-10を参照。
()296　本書 12. 27を参照。ヨアンニス・リドス『ローマ国家







書 12. 20、12. 27、15. 11、食事量の少なさについては 12. 
27も参照。
()300　トゥキュディデス『歴史』1. 70. 3、および『戦史』3. 9. 
25と比較せよ。





ス（Kaldellis, 2010, p. 65, note 118）の指摘するとおり、
ユスティニアヌスの用いるラテン語の粗さ、洗練のなさ
を示す表現と見るべきであろう。ユスティニアヌスのラ
テン語については、T. Honoré, Tribonian, New York, 1978, 
p. 7を参照。ラテン語話者であったベリサリオスの秘書を
長く務めた事実から、プロコピオスはラテン語にも堪能
で あ っ た と 思 わ れ る。Cf. W. Treadgold, The Early 














serreskript und Königsurkunde: diplomatische Studien zum 
Problem der Kontinuität zwischen Altertum und Mittelalter 




()304　A secretis / ἀσηκρῆτιςは皇帝の機密書類を担当する書記
官職で、5世紀から確認される。R. Delmaire, Les institu-
tions du bas-empire romain, de Constantin à Justinien, Paris, 
1995, pp. 44-45を参照。
()305　『スーダ』「ἀνάδικα」に類似した節が引かれている。
()306　マラヴァル（Maraval, 1990, p. 174, note 4）はこの箇所
に関連して、ユスティニアヌスが実際には元老院の権威
を高めようとしたことを指摘している。




をよく伝えている（“Si quid vero, ut supra dictum est, 
ambiguum fuerit visum, hoc ad imperiale culmen per iudices 
referatur et ex auctoritate augusta manifestetur, cui soli con-


















Kaldellis, Procopius of Caesarea: Tyranny, History, and 





()316　このレオンはレフェレンダリオスであった（PLRE III B, 






どして都市から姿を消した。Cf. M. Rautman, Daily Life in 















































()336　『戦史』5. 2. 22-29、5. 3. 28. 東ゴート王テオドリック






























人に知らしめるよう命じた（『戦史』5. 4. 22）。Kaldellis, 







び Kaldellis, 2010, p. 72 note 144を参照。
()341　プリスコス（PLRE III B, p. 1051）は諸史料で、元コン
スル、近衛長官 comes excubitorum、また皇帝の書記官
ἀπὸ νοταρίωνなどの職務や称号とともに言及される高官






ついては、Kaldellis, 2010, p. 73, note 146を参照。









については本書 11. 34、16. 23を見よ。
()348　『スーダ』「ἀπήλγησαν」および「οὐράνιόν γ’ ὅσον」の項
目に引用されている。
()349　『新勅法』134. 13. 2 （556年） を参照。
()350　本書 4. 7を参照。
()351　この話が史実であれば、ユスティニアヌスがすべての
指示を裁判官に与えていたという本書 14. 4 との矛盾が生
じる。本書 29. 10も参照。
()352　本書 1. 11-5. 27 （ベリサリオスについて）; 1. 31-3. 29 
（フォティオスについて）; 4. 2-12 （ブジスについて）.
()353　アナトリア半島南東部に位置し、タルソスに首府を置
いていた。








を示す俗語であった。B. Baldwin, “Three-Obol girls in 
Procopius,” Hermes 120 (1992), pp. 255-257を参照。また、
4世紀の教父ニッサのグリゴリオスによれば、カッパドキ
アのとある集落の公衆浴場の料金は 3オボロスであった。
Cf. A. P. Kazhdan et al. eds., The Oxford Dictionary of 






























()367　このレオンについては本書 14. 16および 28. 29を参照。






















































































史』6. 20. 15-33、7. 1. 28-33、7. 9. 1-6を参照。教皇ペラ
ギウス 1世の書簡にも戦後のイタリアの惨状が記されて
いる。Patrologia Latina 69, 404d-405a, 417c.
()390　「ロゴテティス」（複数、λογοθέται）は、ユスティニア
ヌス期には道長官のもとで財務を担う高位官職であった
（たとえば本書 24. 2以下）。この官職についてはW. 
Brandes, Finanzverwaltung in Krisenzeiten. Untersuchungen 
zur byzantinischen Administration im 6.-9. Jahrhundert, 

















()396　彼らの活動については本書 11. 11、23. 6-9、24. 12、ま




ている。本書 2. 23や『戦史』1. 17. 40-48を参照。
()399　540年、541年（ラジキ人。本書 2. 26-37）、542年（本








史』2. 9. 8-12を、その修辞的含意については Kaldellis, 
op.cit., 2004, pp. 119-128を参照。
()402　この節の表現についてはアリストファネス『雲』225-
228を参照（本書 13. 11、20. 22も見よ）。神学議論はユ
スティニアヌスも好んだものとされるが（たとえば『戦





















Signes Codoñer 2000, p. 132）にしたがって「Φιλομήλην」
と読む。
()411　これらの地震は、525年頃から帝国の東方を中心に断続
的に生じ、アンティオキア等の一部都市には壊滅的な被
害をもたらした。マララス『年代記』のユスティヌスと
ユスティニアヌスの治世の記述には、帝国の諸都市、諸
地域で発生した地震の被害状況と皇帝の対応が多く含ま
れている。
()412　541/542年にアレクサンドリアで発生し、その後またた
く間にローマ帝国全土に広まって膨大な犠牲者を出した
とされる疫病（腺ペスト）、いわゆるユスティニアヌスの
ペスト。『戦史』2. 22-23およびマララス『年代記』18. 
90-93を参照。
()413　ユスティヌスの治世は実質、ユスティニアヌスが帝国
を支配していたとするのがプロコピオスの見立てである
ことから、この表現はユスティヌスの治世（518-527年）
を指す。つまり、プロコピオスは、ユスティヌスの治世
の始まりから『秘史』執筆の 550年頃まで一貫して、邪
悪な神霊の力が帝国内外で猛威を振るっていることを言
わんとしている。
